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はじめに

　このたび、2024 年度笹川科学研究助成を受け、「ふくいの外来昆虫ハンド
ブック」を刊行することになりました。
　近年、地域の自然環境や人間の生活に悪影響を及ぼす侵略的外来種が全世
界で多大な経済的損失をもたらしていることが報告されており、国内および
国際的な協力による侵略的外来種の対策の必要性が指摘されています。
 　福井県においても、アライグマやアメリカザリガニのように地域の生態系
や農林業など、私たちの生活に悪影響を及ぼす外来種が生息域を拡大してお
り、その対策は重要な問題となっています。さらに、最近の物流の活発化や
地球温暖化の進行に伴い、今後も私たちの生活に悪影響を及ぼす外来種の侵
入が警戒されます。
　外来種の中には、農作物や家畜、ペットのように私たちの生活に欠かせな
いものがいたり、私たちが知らず知らずのうちに運んでしまっているものも
います。しかし、侵略的外来種の悪影響が世界規模で問題視されている現在
において、ふるさと福井の自然環境を守り伝えていくためにも、私たち一人
一人が外来種のことをよく知り、きちんとした知識に基づいて適切な対応を
することが求められます。
　本書では、外来種やそれが引き起こす問題、さらに外来種に関する法律に
ついて解説するとともに、福井県内で最近見つかった外来種の昆虫について
詳しく紹介しています。また、本書の内容には、上述の助成を受けて、本年
度に当館が実施した昆虫の市民参加型調査「ふくいむしむし大調査！―昆虫
の分布調査 in 福井」の結果も反映されています。
　最後になりましたが、本書の発行にあたり、貴重な資料をご提供いただい
た方々に心から御礼申し上げますとともに、この調査にご協力いただきまし
た皆様に厚く御礼申し上げます。本書を通して、一人でも多くの方々が外来
種についての興味・関心を持ってくださることを切に願います。
　
　
　令和 7 年 1 月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　                                                   福井市自然史博物館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 館長　　　末政　薫
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１ 生態写真
標本写真

⇒ 写真の大きさは実寸大。 縮小の場合は倍率を表示。

和名・分類
種の特徴

⇒ 大きさ （頭部から翅の先端までの長さ。 チョウとガでは、

　　　　左右の前翅を広げた時の長さ）、 成虫が見られる時期、　

　　　　原産地、 生息環境。

種の解説
⇒ 生態的特徴、 国内や県内への侵入時期、 分布状況。

県内の分布確認状況
⇒ 標本、 文献による情報と目撃情報で色分けして表示。

　　⇒ 2024 年に実施した市民参加型調査 「ふくいむしむし大　　

　　　　調査！」 で得られた情報は目撃情報として扱った。

当該種が及ぼす被害に関する情報
外来種別の見出し
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9 二次元バーコードを読みとると、動画をみることができます
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ふくいの外来昆虫ハンドブック

（個人、機関別　敬称略、五十音順）
　　　　本書の校正にご協力いただいた当館のスタッフ各氏（末政 薫、田中伸卓、藤田晴美、坂森貴生、有馬達也、
　　　　柴田あかり、藤野勇馬）にも御礼申し上げます。

＊この冊子は、日本科学協会の笹川科学研究助成による助成を受けて刊行しました（研究番号：2024-8009)

【自然の移り変わりを記録し伝えていく　～あとがきに代えて～】

　福井市自然史博物館に着任して以来、外来種の昆虫の県内への侵入や急速な分布拡大
を目の当たりにしてきました。例えば、2013 年にあわら市で定着が確認されたシタベ
ニハゴロモは、わずか 8 年の間に嶺北地方のほぼ全域に分布を拡大し、2021 年には敦
賀市内への侵入が報告されました。また、2017 年に福井市内で初めて確認されたタイ
ワンタケクマバチは、研究者の精力的な調査により、2023 年時点で県内のすべての市
町に分布を拡大していることが明らかになっています。さらに、2019 年に福井市内で
確認されたキマダラカメムシは、今では市内でふつうに見られるようになり、県内各地
に分布を拡大していることが、今回実施した「ふくいむしむし大調査！～昆虫の分布調
査 in 福井」の結果からも窺われます。
　外来種のすべてが悪いというわけではないのでしょうが、中には生態系や人間の生活
に被害を及ぼす種類がいることも確かです。そして、一度定着して勢力を拡大した侵略
的外来種を根絶することは非常に困難だとされています。そのため、侵略的外来種の侵
入をいち早く把握し、初期段階で防除を行っていくことが必要です。また、知らず知ら
ずのうちに外来種を拡げてしまわないように、私たち一人一人が外来種やそれが引き起
こす問題にきちんとした知識を持つことが大切だと思います。
　今回、笹川科学研究助成を活用して昆虫の市民参加型の調査を実施しました。この調
査では、私一人では調査の行き届かない場所での生息情報を、市民の方の力を借りて把
握することを目的としました。同時に、調査に参加していただくことで、市民に外来種
問題や地球温暖化等に伴う暖地性昆虫の分布拡大について関心を持っていただくことも
目的としました。市民参加調査の成果を盛り込んだこのガイドブックが、一人でも多く
の人が外来種やそれが引き起こす環境問題について関心を持つきっかけとなることを
願っています。そして、環境の変化に伴い県内から消えゆく昆虫、新たに県内に侵入し
て分布を拡大する昆虫たちの動態を今後も記録し続け、市民に伝えていくことが、地方
の自然史博物館に勤務する自分に課せられた役割の一つなのだと思います。



　もともとその地域にはいなかったのに、人間活動によって意図的または
非意図的に外から持ち込まれた生物のことを外来種といいます。アメリカ
ザリガニやアライグマ、セイタカアワダチソウなどは外来種としてよく知
られていますが、身近に見られるモンシロチョウやセイヨウタンポポ、公
園でよく見かけるドバトも実は外来種です。外来種は家のまわりから街中、
公園、池や川などあらゆるところに生息しており、日本国内では 2,000 種
を超える外来種が野外で生息しているとされています。

▲ モンシロチョウ ▲セイヨウタンポポ

　日本は世界中の国と貿易をし、様々なものが取引されています。ペットや
食料品とするために、外国から様々な生物が運ばれることもあり、その一部
が逃げ出したり、飼育できなくなって野外に放されることで「外来種」とし
て国内に定着したものもあります。また、荷物に小動物が紛れ込んだり、輸
入した農業資材などに植物の種子が紛れ込むことで日本国内に運ばれ、定着
してしまったものもあります。

目的 例

ペットとして飼うため アライグマ、ソウシチョウ

食用にするため ウシガエル、ウチダザリガニ

衣服にするため ヌートリア

農業に利用するため セイヨウオオマルハナバチ

趣味や鑑賞のため オオクチバス、オオキンケイギク

害獣対策 フイリマングース

知らないうちに運ばれた セアカゴケグモ、アレチウリ

● 外来種はどうして国内に運ばれたのか

花の下の部分が反り返る（矢印）
▲ドバト

■ 外来種とは

■ 外来種はどのようにやってきた？

写真撮影：柴田あかり氏 写真撮影：出口翔大氏写真撮影：柴田あかり氏 写真撮影：出口翔大氏

外来生物：国外由来の外来種のみを指す。

外来種：由来の国内外を問わず、本来の生息地域とは違う地域に持ち込まれた生物を指す。

▲ ウシガエル

▲ オオキンケイギク＊上の表の青字で示された生物は福井県内でも見つかっていることを示す
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外来種とは

　外来種の中には、農作物や家畜、ペットのように私たちの生活に欠かせ
ないものもいます。しかし、一方で、地域の自然環境や人間の生活に悪い
影響を及ぼしてしまうものもいて、このような外来種のことを侵略的外来
種といいます。

● 外来種が引き起こす主な問題

■ 外来種が引き起こす問題

● 地域固有の生態系への影響 ● 人の生命・身体への影響

● 農林水産業への影響 ● 人の暮らしへの被害

・在来種（もともとその地域に
  いる生物）を食べて減少させる。
・在来種の餌やすみかを奪って
  しまう。
・近縁の在来種と交雑して雑種を   
  作る。

・毒を持っている。
・人を嚙んだり刺したりする。
・花粉症の原因となる。

・農林水産物を食べ荒らす。
・田畑を踏み荒らす。

・家屋や文化財を傷つける。
・暮らしに必要な道具を傷つける。
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アメリカザリガニ

水生昆虫、 オタマジャク

シ、 小魚、 水草などを

食べてしまう。 本種によ

る水草の破壊が水生昆

虫の減少につながる。

セアカゴケグモ （左） と

オオブタクサ （右）

セアカゴケグモは人を嚙

み、 オオブタクサは花粉

症の原因となる。

アライグマ

農作物を食い荒らすだ

けでなく、 家屋や寺社

の屋根裏への侵入 ・ 損

壊の被害が知られる。

ヌートリア

イネや水辺周辺の農作

物を食い荒らして被害を

与えることが知られる。 写真撮影：鈴木 聡 氏

 国内外来種
　海外から持ち込まれた生物だけが外来種ではありません。
国内の別の地域から持ち込まれた生物は国内外来種と呼ばれ
ています。北海道にはもともとカブトムシは生息していませ
んでしたが、人間により持ち込まれ、定着してしまいました。

▲ カブトムシ

本州では在来種のカブトムシ

も北海道では外来種。

・花粉症の原因となる。

セアカゴケグモ （左） と

オオブタクサ （右）

写真撮影：出口翔大氏 写真撮影：鈴木 聡 氏写真撮影：出口翔大氏
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標本提供：八田真毅氏（セアカゴケグモ）

外来種とは



　外来種による在来の生物や自然環境、私たちの生命と健康、農林水産業
への被害を防止するために定められたのが外来生物法（正式名称：「特定
外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律）です。この法律
では、人間の移動や物流が盛んになり始めた明治時代以降に外国から持ち
込まれた外来生物のうち、生態系、人の生命・身体、農林水産業に大きな
被害を及ぼす、または及ぼすおそれのある種類を特定外来生物に指定し、
その飼育、栽培、運搬、保管、輸入、野外に放したり、植えたり種をまく
ことを原則として禁止しています。

■ 外来生物法と特定外来生物

特定外来生物の取り扱いの規制

× 飼ってはいけない

 　　⇒ 特定外来生物を新たに飼ったり、栽培することはできません。一時
　　　  的に保管するのも禁止されています。
× 持ち運んではいけない

 　　⇒ 特定外来生物を生きたまま持ち運んではいけません。外来生物の分　
　　 　布を拡げないための大切なルールです。

× 野外に放してはいけない

 　　⇒ 特定外来生物に指定されている動物を野外に放したり、植物を植える、
　　　 種をまくことは禁止されています。
× 人に譲り渡してはいけない

 　 ⇒ 特定外来生物を許可を受けていない他の人に譲り渡してはいけません。
× 輸入してはいけない

■ 県内で確認されている特定外来生物
種名

哺乳類 アライグマ、ヌートリア
鳥類 ソウシチョウ、ガビチョウ
爬虫類 カミツキガメ、アカミミガメ
両生類 ウシガエル
魚類 ブルーギル、コクチバス、オオクチバス、カダヤシ

無脊椎動物 ウチダザリガニ、アメリカザリガニ、セアカゴケグモ
ボタンウキクサ、オオキンケイギク、オオハンゴンソウ、アレチウリ、オオフサ
モ、オオカワヂシャ、アゾルラ・クリスタタ（外来アゾラ類）、ルドウィギア・
グランディフロラ（オオバナミズキンバイ等）、ナガエツルノゲイトウ

分類群

植物

動
物

＊ 福井県内の野外で確認された特定外来生物 （https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/shizen/gairaiseibutu/fukui_giarai.html） を

　　参考に作成。

（2024 年 12 月現在）

＊特定外来生物に指定されている植物を駆除したりする際にも、 種子などが飛び　

　 散らないように袋に入れて枯死させてから持ち運ぶなどの注意が必要です。

違反した場合には、 罰金や
懲役などの罰則があります
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外来種とは外来種とは

■ 県内で確認されている特定外来生物②

■ 条件付特定外来生物
2023 年 6 月 1 日より、アメリカザリガニとアカミミガメが条件付特定

外来生物に指定され、規制の対象になりました。条件付特定外来生物とは、
特定外来生物のうち、一部の規制がかからない生物の通称です。
　アメリカザリガニとアカミミガメについては、一般家庭などでの飼育、知
人・友人など少数の相手に対する無償の譲り渡し、譲り受けは許可なしで行
うことができます。一方で、販売や多数の人に配
り分けることを目的とした飼育、購入、野外へ放
すこと、輸入は原則として禁止されています。

□ 一一般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリ 
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□ アメリカザリガニやアカミミガメを野外に放したり、
　逃がしたりすることは法律で禁止されており、違反
      すると罰則・罰金の対象になります。
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条件付特定外来生物の規制のポイント

＊

＊たとえ無償でも、不特定多数または特定多数に配り分ける行為は「頒布」と呼ばれ、法律で原則禁止されています。

▲ガビチョウ

▲オオクチバス

▲ソウシチョウ

▲アカミミガメ
イシガメなど在来種の餌やすみ

かを奪ってしまう。

▲アメリカザリガニ
魚類や水生昆虫、 水草を食べて

しまう。

写真撮影：出口翔大氏 写真撮影：出口翔大氏

写真撮影：出口翔大氏写真撮影：出口翔大氏

▲ブルーギル

やぶを好み、 ウグイスなどの在来

種の生息地を奪うおそれがある。

やぶを好み、 ウグイスなどの在来

種の生息地を奪うおそれがある。

雑食性で魚の卵やエビ、 水生昆虫

から水草まで食べてしまう。

写真撮影：松田隆喜氏

写真撮影：松田隆喜氏

魚類やエビ、 水生昆虫のほか、

水鳥の雛なども食べてしまう。

▲ コクチバス
オオクチバスが侵入できない河川上

流域でも生息できるとされる。

写真撮影：松田隆喜氏

写真撮影：出口翔大氏 写真撮影：出口翔大氏 写真撮影：松田隆喜氏

写真撮影：松田隆喜氏 写真撮影：松田隆喜氏
▲ アレチウリ

増殖力が強く、 つるが巻きつく力が

強いことから、 駆除が大変。
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　外来種は人間の生活と密接にかかわっていることが多く、その問題は私た
ちの日常生活とも深くかかわっています。このため、私たち一人一人が外来
種についてもっとよく知ることが必要です。そして、特定外来生物のように
生きたまま持ち運んだり、飼育・栽培することが禁止されているものについ
ては、きちんと知識を持って対応しなければなりません。たとえ特定外来生
物に指定されていなくても、地域の自然環境や人間の生活に悪い影響を及ぼ
す侵略的外来種については、一度拡がってしまうとその防除には多大な労力
とお金がかかります。環境省は外来種をこれ以上拡げないために、外来種を
「入れない、捨てない、拡げない」の三原則を示しています。
　ペットを最後まで責任をもって飼う、
採集した生物を他の場所に逃がさない、
外来種についてもっとよく知るなど、
ふるさと福井の美しい自然環境を未来に
残していくために、私たち一人一人がで
きることを心がけたいものです。

■ 外来種とのつきあい方～私たちにできること～

の三原則を示しています。

▲ パラワンヒラタクワガタ
在来種のヒラタクワガタと交雑してしまう。

飼育している外国のカブトムシ、 クワガタムシは

責任をもって最後まで飼育することが必要。

▲ クビアカツヤカミキリ （左） とツヤハ

　　ダゴマダラカミキリ （右）

県内に侵入した場合には、 農作物や植栽

植物に多大な被害を及ぼすおそれがある。

【外来種被害予防三原則】
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■ 外来種に関心を持とう！

　福井県でも次々と外来種の昆虫が見つかっ
ています。次のページからは、県内で最近確
認された外来種の昆虫を紹介します。
　この中では、県内でまだ発見されていない
ものの、県内に侵入した場合には農林業など
に被害を及ぼすおそれのある特定外来生物の
昆虫も紹介しています。日頃から外来種に関
心を持ち、県内で特定外来生物が見つかった
際にはいち早く防除して被害が拡がらないよ
うにしなければなりません。

県内でクビアカツヤカミキリ、 ツヤハダ

ゴマダラカミキリを見つけたら、 市町

の担当部署と福井県自然環境課

（Tel. 0776-20-0306)までご連絡を！

▲ クビアカツヤカミキリ （左） とツヤハ

　　ダゴマダラカミキリ （右）

ています。次のページからは、県内で最近確

外来種とは外来種とは
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資料提供：桐山 哲氏（クビアカツヤカミキリ標本）、富山市科学博物館（ツヤハダゴマダラカミキリ写真）

● 大きさ：8mm 前後
● 成虫の見られる時期：8-11 月
● 原産地：中国？
● 生息環境：公園、人家周辺

バッタ目ヒバリモドキ科ウスグモスズ

実寸大

県内の分布確認状況

標本 ・ 文献に基づく確認情報

　1966 年に東京都で採集されたのが国内
で最も古い確実な記録とされています。
1980 代には関東や東海地方、1990 年代
には関西地方でも記録されるようになり、
2000 年代になると大分県、島根県、新潟
県などでも記録されています。
　福井県内では 2016 年に福井市三里浜で
採集されており、その後、坂井市三国町安
島、崎、福井市文京でも確認されています。
　木の上で生活し、幹などを素早く歩き回
ります。オスは鳴きません。

７

外来種の昆虫

▲ 後翅の長い個体 （長翅型）

ウスグモスズには後翅が長くなる個体もいる。

後脚の腿の部分に模様はない

実寸大

2024.10.1  坂井市三国町崎　休暇村越前三国2024.10.1  坂井市三国町崎　休暇村越前三国

2024.10.1  坂井市三国町崎　休暇村越前三国

詳細な分布情報は

24 頁を参照

外来種の昆虫

動画を CHECK!!



外来種の昆虫外来種の昆虫外来種の昆虫外来種の昆虫

● 大きさ：20-42mm
● 成虫の見られる時期：7-11 月
● 原産地：台湾、中国、ジャワ島など
● 生息環境：公園、河川敷、里山など

バッタ目オンブバッタ科アカハネオンブバッタ

県内の分布確認状況

標本 ・ 文献に基づく確認情報

　2012 年頃から大阪を中心に近畿地方で
確認されるようになり、最近では四国地方
での確認事例が報告されています。国内で
はもともと南西諸島に分布していますが、
近畿地方に侵入したものの原産地は台湾と
考えられています。
　県内では、2024 年に福井市で初めて確
認されましたが、その後、鯖江市、敦賀市、
小浜市、おおい町などでも見つかり、何年
か前から侵入していたと推測されます。

実寸大（♂）

オンブバッタと競合？

標本提供：猪尾隆之介 氏

後翅がピンク色

後翅は透明

  うしろばね

8

2024.10.12  福井市末町

野外でアカハネオンブ野外でアカハネオンブ

バッタと在来種のオンバッタと在来種のオン

ブバッタの交尾が観察ブバッタの交尾が観察

されたとの報告があされたとの報告があ

り、オンブバッタの繁り、オンブバッタの繁

殖行動に影響を与える殖行動に影響を与える

可能性があります。 ▲ オンブバッタ

詳細な分布情報は

24 頁を参照

● 大きさ：64-83mm
● 成虫の見られる時期：9-11 月
● 原産地：中国 ?
● 生息環境：公園、林の近くなど

カマキリ目カマキリ科ムネアカハラビロカマキリ

×0.8

県内の分布確認状況

　国内では 2010 年に敦賀市中池見湿地で
初記録されました。その後、県内では記録
がありませんでしたが、2023 年に足羽山
でも見つかりました。
　輸入した竹箒に付着した卵鞘によって国
内に持ち込まれた事例が報告されています。

×0.8

むねは赤い

前脚のつけ根に10
個ほどの小さなトゲ

▲ ハラビロカマキリ （在来種）▲ ムネアカハラビロカマキリ

　　の卵鞘

＊卵鞘：卵を包んでいる丈夫な袋状の
　　　　ケースのこと。

足

標本提供：窪田有貴 氏

標本 ・ 文献に基づく確認情報

目撃情報

詳細な分布情報は

24 頁を参照

*

在来種、ハラビロカマ

キリと競合する

本種が侵入した地域では、在来

種のハラビロカマキリが減少し種のハラビロカマキリが減少し

ているとの報告があります。ているとの報告があります。

被 害

前脚のつけ根に3~4個のコブ

たけぼうき　　　　　　　　　らんしょう

9

飼育個体（2023.7.22 福井市足羽山で幼虫採集）
標本提供：小寺由馬氏
飼育個体（2023.7.22 福井市足羽山で幼虫採集）
標本提供：小寺由馬氏



外来種の昆虫外来種の昆虫外来種の昆虫外来種の昆虫

● 大きさ：10-20mm
● 成虫の見られる時期：7-11 月
● 原産地：中国、台湾、ベトナムなど
● 生息環境：公園、庭、農地、林、河原、
　　　　　　 海岸など

カメムシ目ビワハゴロモ科シタベニハゴロモ

実寸大

県内の分布確認状況

標本 ・ 文献に基づく確認情報

目撃情報

　国内では2009年に石川県で定着が確認さ
れました。県内では、2013 年にあわら市吉
崎で発見されたのが初記録です。その後、分
布を拡大し、2017 年に足羽山、2021 年に
敦賀市で確認されています。
　外来種の樹木であるシンジュ（ニワウルシ）
を好みますが、幼虫はブドウやウメ、キュウ
リなどについているのが観察されています。

▲ シタベニハゴロモの幼虫

成虫になる直前の段階では、 幼虫は鮮やかな赤色になる

動画を CHECK!!

足

排泄物を原因とする樹木の

病気や家屋壁面の汚れ

大発生地では、本種

の排泄物が原因で樹

木の病気（スス病）木の病気（スス病）

が発生したり、家屋が発生したり、家屋

壁面が汚される被害壁面が汚される被害

が報告されています。が報告されています。

被 害

▲ スス病で枯れた樹木成虫になる直前の段階では、 幼虫は鮮やかな赤色になる10

201710.17  坂井市丸岡町楽間 福井県総合グリーンセンター

目撃情報

詳細な分布情報は

24-25 頁を参照

● 大きさ：3-4mm（アワダチソウグンバイ）

　　　　　 4-5mm（プラタナスグンバイ）

● 成虫の見られる時期：4-11月（両種とも）
● 原産地：北アメリカ（両種とも）
● 生息環境：草地、公園（アワダチソウグンバイ）

　　　　　　公園、街路樹（プラタナスグンバイ）

カメムシ目グンバイムシ科外来種のグンバイムシ類

県内の分布確認状況

標本 ・ 文献に基づく確認情報

　アワダチソウグンバイは 2000 年に兵
庫県で、プラタナスグンバイは 2001 年
に愛知県で確認され、その後、全国各地
に分布を拡大しました。1996 年には、ヘ
クソカズラグンバイという外来種も国内
で確認されています。
　アワダチソウグンバイとプラタナスグ
ンバイについては、県内の分布状況が報
告されていますが、ヘクソカズラグンバ
イの県内での分布は調べられていません。

アワダチソウグンバイ プラタナスグンバイ足

詳細な分布情報は

25 頁を参照

詳細な分布情報は

25 頁を参照

県内の分布確認状況

標本 ・ 文献に基づく確認情報

アワダチソウグンバイ

11

2019.10.7　敦賀市横浜 2022.3.11　福井市八幡山

プラタナスグンバイ

詳細な分布情報は

25 頁を参照

アワダチソウグンバイ

詳細な分布情報は

25 頁を参照

プラタナスグンバイ

201710.17  坂井市丸岡町楽間 福井県総合グリーンセンター 2019.10.7　敦賀市横浜 2022.3.11　福井市八幡山



外来種の昆虫外来種の昆虫外来種の昆虫外来種の昆虫

● 大きさ：18-20mm
● 成虫の見られる時期：5-11 月
● 原産地：北アメリカ
● 生息環境：公園、海岸、林など

カメムシ目ヘリカメムシ科

足

マツヘリカメムシ

実寸大

県内の分布確認状況

▲ 越冬のために屋内に侵入した

　　マツヘリカメムシ

後脚の脛の部分が
平たく広がる

冬を越すために屋内に侵入
　マツヘリカメムシは越冬のために屋内に侵

入することがあります。本種が足羽山で見つ

かった2019年以降、福井市自然史博物館内

でも冬季に本種の姿が観察されています。

　県内では 2018 年頃から敦賀市で見られ
るようになり、足羽山でも 2019 年に見
つかりました。2021 年には高浜町での採
集記録が報告されています。
　マツ類につき、秋には日当たりのよい白
い壁などに止まっている姿が観察されます。

標本 ・ 文献に基づく確認情報

目撃情報

青りんごのような

さわやかなにおい

目撃情報

すね

12

2021.10.16　敦賀市気比

2022.4.24　福井市自然史博物館

詳細な分布情報は

25-26 頁を参照

● 大きさ：20-23mm
● 成虫の見られる時期：4-11 月
● 原産地：中国、台湾、東南アジアなど
● 生息環境：公園、庭、市街地など

カメムシ目カメムシ科キマダラカメムシ

実寸大

県内の分布確認状況

標本 ・ 文献に基づく確認情報

目撃情報

　県内では 2019 年に福井市で発見された
のが初記録です。その後、福井市の中心部
などでふつうに見られるようになりました。
足羽山では2021年に幼虫・成虫が見つかっ
ています。
　サクラやカキなど様々な植物につきます。

▲ クサギカメムシ

頭部に黄色い
筋が目立つ

在来種 （クサギカメムシ） との区別

　キマダラカメムシに似た在来種にクサギカ

メムシがいます。クサギカメムシは頭部に黄

色の目立つ筋がないこと、体がキマダラカメ

ムシに比べてやや小型（13-18mm）である

ことで区別することができます。 越冬のために室内に侵入し、 不快

害虫として嫌われる。

幼虫

足

13

2020.11.21　福井市毛矢

2010.1.27　福井市自然史博物館

目撃情報

詳細な分布情報は

26 頁を参照

2021.10.16　敦賀市気比

2022.4.24　福井市自然史博物館

2020.11.21　福井市毛矢



外来種の昆虫外来種の昆虫外来種の昆虫外来種の昆虫

● 大きさ：9-10mm
● 成虫の見られる時期：6-9 月
● 原産地：中国、台湾
● 生息環境：庭、公園など

コウチュウ目オサムシ科トウキョウヒメハンミョウ

実寸大

県内の分布確認状況

　国内ではもともと関東や九州の一部だけで
確認されており、その不自然な分布から外来
種と考えられています。その後、国内の様々
な地域で確認され、北陸地方では富山県で
2003 年、石川県では 2020 年に初めて見つ
かっています。
　県内では福井市中心部付近、足羽山でそれ
ぞれ 2000 年、2018 年に見つかっています。
足羽山では 2020 年、2024 年にも確認され
ており、本種が定着していると思われます。

▲ トウキョウヒメハンミョウの上翅の模様．

初宿 （2007） を参考に作図

動画を CHECK!!

詳細な分布情報は

26 頁を参照

標本 ・ 文献に基づく確認情報

足

14

2018.7.9　福井市足羽山2018.7.9　福井市足羽山

詳細な分布情報は

26 頁を参照

● 大きさ：4-5mm
● 成虫の見られる時期：4-10 月
● 原産地：北アメリカ
● 生息環境：河川敷、里山、海岸など

コウチュウ目オサムシ科コルリアトキリゴミムシ

県内の分布確認状況

標本 ・ 文献に基づく確認情報

　国内では 1989 年に千葉県で初めて確認
され、その後、北海道、東北、関東、北陸、
中部、近畿、中国・四国地方へと分布を拡
げています。福井県では 2000 年にあわら
市で初めて確認されています。
　国内では、本種が植物の花粉を食べてい
るところの観察例があるようですが、原産
地のアメリカでは、本種やその近縁種の幼
虫がカミナリハムシの一種の蛹の体表に寄
生することが知られています。

足

実寸大

▲ カミナリハムシ

カミナリハムシの仲間にはよく似た種類が多

くおり、 正確に名前を調べるにはオスの交

尾器の形を見る必要がある。

実寸大

15

2024.9.23  福井市末町2024.9.23  福井市末町

詳細な分布情報は

26 頁を参照



外来種の昆虫外来種の昆虫外来種の昆虫外来種の昆虫

● 大きさ：22-38mm
● 成虫の見られる時期：6-8 月
● 原産地：中国、台湾、ベトナムなど
● 生息環境：公園、市街地など

コウチュウ目カミキリムシ科クビアカツヤカミキリ

実寸大

県内の分布確認状況

フラスが発見の手がかり

　2012 年頃に国内に侵入したとされてい
ます。これまでに、埼玉県、東京都、神奈
川県、愛知県、三重県、奈良県、和歌山県、
大阪府、兵庫県などで見つかっています。
　幼虫は樹木の内部で 2～ 3 年暮らし、
成虫の寿命は2週間以上とされています。

今後、 侵入 ・ 定着する
おそれあり

写真撮影：桐山 哲 氏

特

クビアカツヤカミキリの
幼虫は木に開けた穴から
大量のフラス（右写真：
糞と木くずが混ざったも
の）を出します。

資料提供：桐山 哲氏（クビアカツヤカミキリ）

果樹や街路樹の食害

サクラ、ウメ、モモ、

カキなどにつき、

幼虫が樹木内部を

食べ荒らすことで、

樹木が衰弱したり樹木が衰弱したり

枯死したりします。枯死したりします。

被 害

▲  クビアカツヤカミキリの

　　 食害を受けたサクラ

実寸大
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● 大きさ：20-35mm
● 成虫の見られる時期：5-10 月
● 原産地：中国～朝鮮半島
● 生息環境：植林地、果樹園、街路樹など

コウチュウ目カミキリムシ科ツヤハダゴマダラカミキリ

実寸大

県内の分布確認状況

在来種ゴマダラカミキリとの見分け方

　2021 年に兵庫県内で定着が確認され、
これまでに宮城県、埼玉県、富山県、愛知県、
兵庫県などで発生が確認されています。
　在来種のゴマダラカミキリに非常によく
似ています。

今後、 侵入 ・ 定着する
おそれあり

写真提供：富山市科学博物館

特

実寸大

植栽樹木の食害

カエデ類、ヤナギ類、サク

ラ類など様々な樹種の内部

を食い荒らします。

海外では植栽樹木に多大な

被害を及ぼす事例が報告さ被害を及ぼす事例が報告さ

れています。れています。

被 害

胸に白い斑紋なし

胸に白い斑紋あり

ハネ上部の表面はつるつる

外来種 在来種

ハネ上部の表面はボツボツ

17

写真撮影：桐山 哲 氏



外来種の昆虫外来種の昆虫外来種の昆虫外来種の昆虫

● 大きさ：3.7-4.8mm
● 成虫の見られる時期：3-10月
● 原産地：北アメリカ
● 生息環境：河川敷、草地、道路沿い

コウチュウ目ハムシ科ブタクサハムシ

県内の分布確認状況

標本 ・ 文献に基づく確認情報

　国内では 1996 年に千葉県で発見さ
れ、その後、急速に分布を拡大して全国
各地で発見されました。
　県内では 1999 年に福井市内の九頭竜
川河川敷で初記録され、その後、各地に
本種が侵入していることが報告されてい
ます。ブタクサやオオブタクサのほか、
オオオナモミやヒマワリを食害します。

実寸大

足

▲ ブタクサハムシ幼虫　　　　　　　　　　▲ オオブタクサ

ヒマワリ類の食害

本種は花粉症の原因となるブタク本種は花粉症の原因となるブタク

サ類を激しく食害することから、

その防除に役立つと期待されていその防除に役立つと期待されてい

ましたが、経済植物のヒマワリ類ましたが、経済植物のヒマワリ類

も食べることが判明し、害虫になも食べることが判明し、害虫にな

る可能性も指摘されています。る可能性も指摘されています。

被 害

2013.9.6  福井市舟橋 九頭竜川左岸河川敷2013.9.6  福井市舟橋 九頭竜川左岸河川敷

詳細な分布情報は

26 頁を参照
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● 大きさ：21-28mm
● 成虫の見られる時期：4-10 月
● 原産地：台湾、中国南部～インド
● 生息環境：庭、林の近く、河川敷など

ハチ目ミツバチ科

標本 ・ 文献に基づく確認情報

タイワンタケクマバチ

実寸大（♀）

県内の分布確認状況

　国内では 2006 年に愛知県で、県内では
2017 年に福井市兎越山の麓で初記録されま
した。その後、精力的な調査によって本種
が県内に広く分布拡大していることが報告
されています。足羽山でも2020年頃からよ
く見かけるようになりました。

実寸大（♀）

竹箒やホースへの穿孔

本種により竹箒やホースに穴

をあけられてしまうとの相談

が当館に寄せられています。

本種が中にいるのを知らずに

竹箒やホースを使用しようと竹箒やホースを使用しようと

して、刺されてしまうこともして、刺されてしまうことも

あるので、注意が必要です。あるので、注意が必要です。

被 害

▲ タイワンタケクマバチのオス

足

▲ タイワンタケクマバチに穴をあけられた竹

箒（左）とホースをかじるタイワンタケクマ

バチ（右）　　　　（写真提供 ： 八木正邦 氏）

2021.6.21  福井市足羽山

詳細な分布情報は

26-27 頁を参照

19

動画を CHECK!!



国内で分布を拡大する昆虫国内で分布を拡大する昆虫 国内で分布を拡大する昆虫国内で分布を拡大する昆虫

　近年、熱帯あるいは亜熱帯原産と考えられる南方系の昆虫が分布を拡大し
ています。日本国内でも、これまで主に沖縄県などの西南暖地に限定的に生
息していた南方系の昆虫が、北部へと分布を拡大しています。こうした南方
系の昆虫の分布拡大には様々な要因が考えられますが、地球温暖化の進行に
より冬季の平均気温や最低気温が上昇したことや、餌となる植物の栽培地域
が拡大したことも大きな要因と思われます。加えて、都市部では、ヒートア
イランド現象が冬季や春季に地域的な規模で気温上昇をもたらし、南方系の
昆虫の越冬生存率の向上につながっていると考えられます。
　1990 年代以降、福井県内でも、そ
れまで見られなかった南方系の種類が
侵入したり、もともとあまり多くな
かった南方系の種類が分布域を拡大し
ている事例が報告されています。地球
温暖化の進行や物流の活発化、植栽な
どの影響を受けて県内に侵入したり、
分布域を拡大させている昆虫たちに目
を向けることも、ふるさとの自然の移
り変わりを知るうえでは大切なことで
す。次のページからは、最近県内で確
認されるようになった南方系の昆虫に
ついて紹介します。

■ 国内で分布を拡大する昆虫

▲ ナガサキアゲハのメス

左右の前翅を開いた長さは 9 ～ 12cm ほどになる

大型のアゲハ。 南方系の種で、 かつて国内では、

南西諸島や九州、 四国南部などに分布するのみ

であったが、 1980 年代より分布を拡大し、 2000

年頃までに東海 ・ 関東地方南部にも侵入 ・ 定着し

た。 本種の分布拡大の原因は地球温暖化である

ことが確かめられている。

県内では 1993 年に若狭町で初めて採集された。

1990 年代中頃から福井県北部でもよ

く見られるようになった。 幼虫はスミレ

類の葉を食べるが、 パンジーも好む。

▲ ツマグロヒョウモン　　　　　　　　 ▲ クロコノマチョウ　　　　　　　　　　　▲ ラミーカミキリ

日本各地で分布を拡大しているとされ

る。 県内でも、 1990 年代より採集記

録や目撃事例が複数見られる。

県内では 1999 年に高浜町での採集

記録が報告されて以降、 2000 年代に

分布拡大が報告された。

標本提供：星野誠司 氏（ナガサキアゲハ）
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2020.6.20  福井市大芝山
♀

♂

2019.10.28  敦賀市中池見 2016.6.29  福井市足羽山

● 大きさ：18-33mm
● 成虫の見られる時期：6-8 月
● 原産地：日本（四国南部、九州など）；
　　　　　 東南アジア
● 生息環境：林の近く、公園、庭など

コウチュウ目ツチハンミョウ科
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ヒラズゲンセイ

実寸大

県内の分布確認状況

▲ キムネクマバチ

危険！素手でさわらないで‼

　ヒラズゲンセイはカンタリジンという毒素

を含む体液を出し、これが皮膚につくと、水

ぶくれのような炎症を起こします。体液がつ

いたら、すぐに水で洗い流しましょう。

　もともと国内では四国南部や九州などに
分布が知られているだけでしたが、近年分
布を拡大し、2000年代には近畿地方各地で
見られるようになりました。県内では2023
年におおい町で初めて確認されています。
　幼虫はキムネクマバチの巣に寄生します。

標本 ・ 文献に基づく確認情報

オスは顔面に黄色い三角形の模様
がある。

メスメス オスメス オス

写真撮影：小泉博美 氏 2023.7.4  おおい街大島2023.7.4  おおい街大島

詳細な分布情報は

27 頁を参照

標本所蔵：伊藤勝幸 氏



国内で分布を拡大する昆虫国内で分布を拡大する昆虫 国内で分布を拡大する昆虫国内で分布を拡大する昆虫

● 大きさ：35-40mm
● 成虫の見られる時期：3-11月
● 分 布：本州～沖縄；台湾、フィリピン、　
　　　　 インドネシアなど
● 生息環境：公園、街路樹周辺など

チョウ目シジミチョウ科
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ムラサキツバメ

県内の分布確認状況

　国内では 1980 年代までは近畿地方より
西の暖かい地域に分布しているのみでした
が、1990～ 2000 年代にかけて中部地方
や関東地方などでも確認されるようになり
ました。幼虫はマテバシイとシリブカガシ
を食草とし、本種の分布拡大には、街路樹
や公園へのマテバシイの植樹やその剪定な
どの管理作業が関連している可能性がある
と言われています。
　県内では 2014 年にあわら市で初めて確
認され、その後、福井市、坂井市三国町、
敦賀市などでも確認されています。

標本 ・ 文献に基づく確認情報

目撃情報

オス

メス

標本提供：木村富至氏（ムラサキツバメ　オス）

▲ マテバシイ．

A ： 樹形、 B ： 葉、 C ： 幹

A

C

B

2018.7.25  坂井市三国町黒目2018.7.25  坂井市三国町黒目

目撃情報

詳細な分布情報は

27 頁を参照

● 大きさ：50-56mm
● 成虫の見られる時期：5-11月？
● 原産地：台湾、中国、マレーシア～インド
● 生息環境：庭、果樹園

チョウ目ヒトリモドキガ科イチジクヒトリモドキ

県内の分布確認状況

標本 ・ 文献に基づく確認情報

　国内では 1962 年に静岡県と沖縄県で、
1980 年代には九州での採集記録が報告さ
れています。2000 年前後から九州だけで
なく中国・四国へも分布を拡大して定着・
発生するようになり、2010 年頃には近畿
や中部地方でも発生が確認されています。
　県内では 2016 年に福井市足羽山で採集
されたのが初記録で、その後、福井市内の
数地点、坂井市丸岡町で確認されています。

実寸大

▲ イチジクヒトリモドキの幼虫

栽培されたイチジクの

葉を加害

1999年に愛媛県で本種の幼虫

よる栽培イチジクの葉の食害が

報告され、以降、各地で本種幼報告され、以降、各地で本種幼

虫によるイチジクの葉の食害が虫によるイチジクの葉の食害が

報告されています。報告されています。

被 害

足

写真提供：本道一樹氏

2017.10.7　福井市足羽山
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詳細な分布情報は

27 頁を参照
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【文献記録】　坂井市：三国町安島（保科ほか，2023）；福井市：三里浜（市川，2017）；文京福井大学文京キャンパ  
                          ス（保科ほか，2023）．
【標本記録】　坂井市：三国町崎休暇村越前三国（2♂４♀，1.Ⅹ.2024）．

ウスグモスズ

ムネアカハラビロカマキリ

シタベニハゴロモ

【文献記録】 　福井市：足羽山（梅村・小寺，2023）．敦賀市：中池見（藤野ほか，2010）．
【標本記録】 　福井市：足羽山（1♀, 22.Ⅶ.2023，1♀, 4.Ⅺ.2024）；安波賀中島町（1♀, 6.Ⅸ.2024）；城戸ノ内町（1♀, 
　　　　　　12.Ⅹ.2024）；東郷地区（1♀, Ⅹ.2024）．
【むしむし大調査】　福井市：足羽山（12.Ⅹ.2024）；安波賀町（24.Ⅸ.2024）；安波賀中島町（6.Ⅸ.2024）．東郷地区（Ⅹ.
　　　　　　　　　2024）．鯖江市：桜町 西山公園（27.Ⅷ.2024）．  敦賀市：中池見（1.Ⅸ.2024）．

【文献記録】　あわら市：赤尾（大宮，2015）；北潟（大宮，2015）；波松（大宮，2015）；浜坂（大宮，2015；梅
　　　　　　村ほか，2017）；細呂木（大宮，2015）；吉崎（梅村ほか，2013，2017；大宮，2015；嶋田ほか，2015）．
　　　　　　坂井市： 丸岡町女形谷（嶋田，2016；梅村ほか，2017）；丸岡町楽間 福井県総合グリーンセンター（梅
　　　　　　村ほか2017）；丸岡町北横地（梅村ほか，2017）；丸岡町山久保（嶋田，2016）；丸岡町与河（嶋田，
　　　　　　2016）．福井市：足羽山（梅村ほか，2017，；梅村，2023）；河水町 東山墓地（梅村ほか，2017）；
　　　　　    下市山駐車場（梅村ほか，2017）；月見3丁目 福井市豊小学校（梅村ほか，2017）；堂島町（梅村ほか，
　　　　　　 2017）；西畑町 （神尾，2023）；文京2丁目 福井市明道中学校（梅村ほか，2017）；福松大橋周辺（梅  
                          村ほか，2017）． 永平寺町：上浄法寺 浄法寺旅行村（梅村ほか，2017）；上合月（梅村ほか，2017）；
　　　　　　諏訪間（梅村ほか， 2017）；松岡春日 永平寺町役場（梅村ほか，2017）；松岡室 乃木山古墳（梅村ほか，
　　　　　　2017）； 松岡薬師1丁目（梅村ほか，2017）．勝山市：下高島（梅村ほか，2017）；長尾山（梅村ほか，
　　　　　　2017）；野向竜谷（梅村ほか，2017）．越前市：村国山（梅村ほか，2017）．敦賀市：赤崎（夛田，2021）．
【標本記録】　あわら市：吉崎（1♂1♀, 10.Ⅹ.2013；1♂1♀, 1.Ⅷ.2014；1♂1♀，20.Ⅸ.2014；3exs(幼虫)., 6.Ⅴ.2016；1♂2♀, 
                          11.Ⅸ.2016）．坂井市：丸岡町女形谷（3♂2♀, 5.Ⅺ.2017，）；丸岡町楽間 福井県総合グリーンセンター 
                          （3♀, 17.Ⅹ.2017；2♂3♀, 28.Ⅹ.2017；1♀, 3.Ⅷ.2018；1♀, 21.Ⅹ.2018）；三国町黒目（1♀,14.Ⅸ.  
                           2023；1♀1ex(幼虫 )., 21.Ⅶ.2024）；三国町山王（1♀, 12.Ⅸ.2021）．福井市：足羽山（4♀, 11.Ⅹ.2017；    
                          1ex(幼虫 )., 17.Ⅴ.2018；1ex(幼虫 )., 4.Ⅵ.2018；1♂, 28.Ⅶ,2018；1♀, 17.Ⅷ.2020；1♀, 3.Ⅸ.2021）；  
                          大芝山（1ex(幼虫 )., 13.Ⅶ.2020；1♀, 24.Ⅷ.2020）；大年町 本郷小学校（1ex(幼虫 )., 1.Ⅶ.2020）；
                          茱崎町 松尾神社（1♀, 3.Ⅹ.2020）；笹谷町（1ex(幼虫)., 10.Ⅴ.2024；1ex(幼虫)., 5.Ⅵ.2024）；月見（1♀,   
                              30.Ⅸ.2019）；月見 3丁目 豊小学校（1♀, 28.Ⅶ.2017；2♂2♀2exs(幼虫)., 30.Ⅶ.2017；3♀, 26.Ⅷ.2017）；
　　　　　　西畑町（1♂1♀, 16.Ⅸ.2023）；八幡山（2exs(幼虫 ).,14.Ⅴ.2018；1ex(幼虫 )., 17.Ⅵ.2018）；福2丁目 
                           （1♀, 26.Ⅸ.2018）．永平寺町： 市荒川（2♂1♀, 15.Ⅸ.2019，）；上合月（2♂4♀, 28.Ⅹ.2017；1♀, 21.Ⅹ.2018）；
　　　　　　諏訪間（4♀, 28.Ⅹ.2017）；松岡兼定島（1♀, 5.Ⅹ.2018）；松岡室 松岡古墳（1♂, 15.Ⅹ.2017）．勝山市：  
                          長尾山（3♀, 20.Ⅷ.2018）；本町（2♀, 20.Ⅷ.2018）；元町3丁目（3♂6♀, 12.Ⅺ.2024）．大野市：中島（1♀,   
                           24.Ⅸ.2021）．鯖江市：旭町（1♀, 22.Ⅸ.2019）；石田下町 （1♂, 3.Ⅷ.2024）；桜町（1ex(幼虫)., 1.Ⅷ.2020）．
　　　　　　 越前町：乙坂（1♀,  19.Ⅸ.2022；1♂, 24.Ⅸ.2022）．越前市：村国山（1♂, 26.Ⅷ.2017；1♀, 23.Ⅸ.2017）；
　　　　　　 湯谷町  （1♀, 12.Ⅺ.2022）．南越前町：今泉 熊野神社（2♀, 21.Ⅷ.2021）；宇津尾（1♀, 19.Ⅺ.2022）；
　　　　　　 河 野（3♂8♀, 16.Ⅹ.2021）．   敦賀市：赤崎（1♂, 19.Ⅸ.2021；1♂, 20.Ⅸ.2021；1♀, 21.Ⅸ.2021）； 
                           横浜（2♀, 16.Ⅹ.2021；  2♀, 19.Ⅹ.2021）．

< 次頁へつづく＞

付録　昆虫分布データ

　本書で紹介した昆虫の2024年12月現在の分布データを掲載しています。分布データは、文献記録と
福井市自然史博物館の収蔵標本のデータ、2024年7月15日～12月15日の期間で実施した「ふくいむ
しむし大調査！～昆虫の分布調査 in 福井」で市民から提供いただいたデータに基づいています。「ふく
いむしむし大調査！」に協力いただいた方で、氏名の公表許可を得られた方のお名前は調査協力者とし
て章末に掲載させていただきました。また、文献リストは巻末にまとめました。

【標本記録】　福井市：大手3丁目 順化小学校（1♂2♀, 22.Ⅹ.2024）；末町（2♂2♀, 12.Ⅹ.2024；1♂2♀, 24.Ⅹ.2024）；  
                          大願寺公園（4♀, 11.Ⅹ.2024）;福2丁目（1♀, 2.Ⅻ.2024）；御幸4丁目 和田公民館付近（1♀, 27.Ⅹ.  
                          2024）．鯖江市：日の出町 籍陰小学校（3♀, 15.Ⅹ.2024）．敦賀市：沓見 敦 賀市総合運動公園（3♂,  
                          31.Ⅹ.2024）．小浜市：南川町（1♂, 27.Ⅹ.2024）．おおい町：鹿野（3♂, 3.Ⅺ.2024）

アカハネオンブバッタ

【文献記録】　福井市：足羽山；上六条 足羽川左岸河川敷；舟橋 九頭竜川左岸河川敷．永平寺町：北島 九頭竜川右岸
　　　　　　河川敷；松岡末政．越前市：帆山町 日野川右岸河川敷．南越前町：上野 日野川右岸河川敷．敦賀市：樫曲；   
                            天筒；横浜．小浜市：尾崎．おおい町：名田庄小倉．高浜町：小黒飯；中津海；山中．（いずれも梅村，2020）
【標本記録】　福井市：足羽山（2exs.., 23.Ⅹ.2019，2exs., 20.Ⅶ.2020）；上六條 足羽川左岸河川敷（2exs., 5.Ⅺ.2019）；三
　                         里浜（2exs., 10.Ⅹ.2020）；末町（2exs., 12.Ⅹ.2024）；舟橋 九頭竜川左岸河川敷（2exs., 7.Ⅺ.2019）．永平寺町： 
                          北島 九頭竜川右岸河川敷（4exs., 7.Ⅺ.2019）；松岡末政（2exs., 7.Ⅺ.2019）．越前市：帆山町 日野川右岸河 
                              川敷（5exs., 28.Ⅹ.2019）． 南越前町：上野 日野川右岸河川敷（4exs., 28.Ⅹ.2019）．敦賀市：  樫曲（3exs.,  
                           28.Ⅹ.2019）；天筒（1ex., 28.Ⅹ.2019）；横浜（5exs., 7.Ⅹ.2019）．小浜市：尾崎（1ex., 10.Ⅺ.2019）．  おおい町： 
                           名田庄小倉  （1ex., 10.Ⅺ.2019）．高浜町：小黒飯（1ex., 10.Ⅺ.2019）；中津海（1ex., 10.Ⅺ.2019）；  山中   （1ex., 10.Ⅺ.2019）．

アワダチソウグンバイ

【文献記録】　坂井市：丸岡町楽間 福井県総合グリーンセンター．福井市：八幡山（いずれも梅村，2020）
【標本記録】　坂井市：丸岡町楽間 福井県総合グリーンセンター（1ex., 15.Ⅳ.2019）．福井市：八幡山（2exs., 
　　　　　　29.Ⅳ.2019，5exs., 27.Ⅹ.2019，1ex., 28.Ⅹ.2019，4exs., 11.Ⅲ.2022）

プラタナスグンバイ

< シタベニハゴロモ つづき＞

【むしむし大調査】    あわら市：井江葭（5.Ⅷ.2022）；春宮2丁目（27.Ⅵ.2024（幼虫））；春宮3丁目（6.Ⅸ.2024）；
　　　　　　　　    二面 ホープタウン（2023～2024年）； あわら市（5.Ⅶ.2024（幼虫），24.Ⅹ.2024）．坂井市：  
                                      春江町（24.Ⅶ.2019）；丸岡町楽間 福井県総合グリーンセンター（20.Ⅸ.2024，5.Ⅹ.2024，27.Ⅹ.2024）；
　　　　　　　　    丸岡町八町（13.Ⅸ.2018）；丸岡町（25.Ⅶ.2024 ，14.Ⅸ.2024）； 三国町崎　休暇村越前三国
　　　　　　　　     （22.Ⅸ.2024）；三国町陣ケ岡（15.Ⅶ.2024（幼虫））；三国町新保 テクノポート（12.Ⅷ.2024）；
　　　　　　　　     三国町中央（7.Ⅹ.2024）；三国町錦（15.Ⅷ.2024）；三国町（6.Ⅸ.2022（幼虫），12.Ⅸ.2024， 13.Ⅸ.2024，
　　　　　　　　　  12.Ⅹ.2024）．福井市：足羽山（8.Ⅵ.2024（幼虫），14.Ⅵ.2024（幼虫），22.Ⅵ.2024，29.Ⅵ.2024（幼  
                                      虫），13.Ⅶ.2024（幼虫），14.Ⅶ.2024，  4.Ⅷ.2024，10.Ⅷ.2024，24.Ⅷ.2024）；足羽2丁目 （16.Ⅷ. 
                                          2024）； 鮎川 町（14.Ⅸ.2024）；石盛1丁目（16.Ⅸ.2024）；江尻ヶ丘町 （27.Ⅶ.2024）；江守の 
                                      里1丁目 （15.Ⅷ.2024）；花月4 丁目（10.Ⅸ.2024，10.Ⅹ.2024）；北菅生町 長橋小学校周辺（3.Ⅷ. 
                                           2022）；合谷町（1.Ⅸ.2024）； 三十八社町 （20.Ⅶ.2024）；志比口 （7.Ⅸ.2024）；高木北 2丁目（12.Ⅷ.  
                                              2024）； 田尻栃谷町（21.Ⅷ.2024）； 西木田3丁目（4.Ⅸ.2024）；ふくい健康の森（16.Ⅹ.2023）；
                                   舞屋町（17.Ⅶ.2024）；松本町（23.Ⅶ.2023）；松本2丁目（29.Ⅶ.2023）； 水越（6.Ⅷ.2024）；  
                                        南菅生町（11.Ⅸ.2024）；蓑町（30.Ⅷ.2024）；みのり （5.Ⅸ.2023）；みのり3丁目（6.Ⅹ.2024）； 
                                    社南（13.Ⅹ.2024）；安竹町（27.Ⅵ.2024（幼虫））；若杉町（23.Ⅷ.2024）．永平寺町：松岡葵 
                                       （28.Ⅶ.2023）． 松岡志比堺（13.Ⅸ.2024）；松岡神明（5.Ⅹ.2024）；松岡末政 鳴鹿大堰 第4警報
                                      局舎 九頭竜川堤防上（10.Ⅸ.2024）；松岡薬師（25.Ⅸ.2024）．勝山市：遅羽町比島 えちぜん鉄 
                                     道勝山駅周辺（25.Ⅷ.2021）；沢町 （20.Ⅷ.2024）；法恩寺山（27.Ⅸ.2024）； 本町（17.Ⅸ.2024）；
　　　　　　　      村岡町 （13.Ⅷ.2024）；元町3丁目（9.Ⅶ.2023（幼虫），9.Ⅺ.2024，12.Ⅺ.2024）．大野市：大野
　　　　　　　　    城町 越前大野城遊歩道・亀山公園（2.Ⅸ.2024，11.Ⅸ.2024，12.Ⅸ.2024）； 篠座奥越ふれあい
　　　　　　　　    公園（22.Ⅷ.2024）； 天神町 大野市役所（4.Ⅸ.2024）；中島 麻那姫キャ ンプ 場 （13.Ⅹ.2024）；
　　　　　　　　    中野町（11.Ⅷ.2024， 6.Ⅹ.2024）；西勝原（16.Ⅸ.2024）；  南六呂師 （5.Ⅷ.2024（幼虫），21.Ⅹ.2024）．  
　　　　　　 　　    鯖江市： 石田下町（3.Ⅷ.2024, 10.Ⅷ.2024）；桜町 西山動物園  （3.Ⅸ.2024）； 神明町 （29.Ⅸ.2023）．         
                               越前町：朝日 福井総合植物園（24.Ⅷ.2024）；米ノ（22.Ⅸ.2024）；米ノ漁港（24.Ⅷ.2024）；  
                                   白浜海水浴場（3.Ⅺ.2024）；玉川漁港（13.Ⅸ.2024）． 越前市：今宿町 （5.Ⅷ.2024）；大塩町  
                                       （15.Ⅸ.2024）；小杉町（23.Ⅸ.2024）； 中央（11.Ⅸ.2024）；   長谷町 （9.Ⅻ.2024）． 波垣町（Ⅷ.2024）；   
                                  矢良巣岳（2.Ⅹ.2022）．南越前町：今庄 藤倉山登山口  （10.Ⅷ.2023）； 河野（11.Ⅷ.2024（幼 
                                       虫・成虫））；清水（15.Ⅸ.2024）； 糠（9.Ⅸ.2024）；東大道（1.Ⅶ.2024（幼虫））；二ッ屋（13.Ⅹ.2024）；   
                                       湯尾（11.Ⅸ.2024）． 敦賀市：阿曽 （14.Ⅸ. 2024）；観音町（8.Ⅷ.2024）；公文名（10.Ⅷ.2024）；  
                                   桜町（6.Ⅹ.2024）；天筒山（5.Ⅸ.2024）； 中池見（6.Ⅷ.2024，7.Ⅷ.2024）．美浜町：丹生（2.Ⅷ. 
                                                  2024）； 若狭町： 河内 渓流公園周辺（7.Ⅶ.2024（幼虫））．
　　　　　　　　     上記のほか、当館学芸員による池田町内での目撃情報がある。
　　　　　　　　　＊：奥出俊太郎氏の自由研究による観察記録に基づく

＊

【文献記録】　福井市：足羽山（梅村，2023）．高浜町：中山（一瀬，2021）
【標本記録】　坂井市：三国町崎 休暇村越前三国（1ex., 1.Ⅹ.2024）．福井市：足羽山（2exs., 30.Ⅺ.2019；1ex.,                      
                                 15.Ⅹ.2021；1ex., 28.Ⅹ.2021；1ex., 5.Ⅺ.2021；1ex., 7.Ⅺ.2021；1ex., 16.Ⅺ.2021；1ex., 2.Ⅻ.2021；1ex.， 
                           4.Ⅻ.2021;1ex., 18.Ⅻ.2021;1ex., 16.Ⅳ.2022;1ex., 5.Ⅳ.2024）；毛矢（1ex., 2.Ⅺ.2023）；笹谷町（1ex.,  
                           6.Ⅳ.2024）；福2丁目（1ex., 3.Ⅳ.2024）；若杉（1ex., 31.Ⅹ.2020）．大野市：南六呂師 （4exs., 17.Ⅺ.     
                     2022）．敦賀市：気比の松原（1ex., 16.Ⅹ.2021）．

マツヘリカメムシ
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トウキョウヒメハンミョウ
【文献記録】　福井市：足羽山（梅村，2018，2023）；宝永3丁目 養浩館庭園周辺；松本3丁目（いずれも下野谷，2004）
【標本記録】　福井市：足羽山（3exs., 9.Ⅶ.2018，3exs., 8.Ⅶ.2024）

ブタクサハムシ

【文献記録】　あわら市：あわら市（下野谷，2004）．坂井市：丸岡町（下野谷，2004）；丸岡町竹田（梅村，2010）； 
                           三国町（下野谷，2004）．福井市：足羽山（梅村，2015）；稲津（下野谷ほか，2009）；大芝山（梅村，
                           2010）；末町（梅村，2014）；二日市 九頭竜川河川敷（下野谷，2004）；市内 国道8号線周辺の九
　　　　　　 頭竜川河川敷（鈴木・中村，1999）．永平寺町：永平寺町．大野市：中島．鯖江市：鯖江市．池田町：
　　　　　　 水海．敦賀市：  敦賀市．美浜町：美浜町．若狭町：切追；神子．小浜市：小浜市（いずれも下野谷，2004）．
【標本記録】　 福井市：足羽山（1ex., 29.Ⅸ.2015）；稲津 足羽川河川敷（1ex., 27.Ⅸ.2009，1ex., 26.Ⅸ.2010)；大芝山
　　　　　     （1ex., 6.Ⅶ.2010，3exs., 24.Ⅸ.2010）；末町（1ex., 18.Ⅳ.2024)．永平寺町：北島（1ex., 7.Ⅺ.2019)．若
　　　　　    狭町：気山切追   （14exs., 6.Ⅷ.2001)．小浜市：勢浜（2exs., 13.Ⅹ.2018)．高浜町：鎌倉（1ex., 10.Ⅺ.2019）．

コルリアトキリゴミムシ
【文献記録】　あわら市：笹岡．福井市：舟橋町九頭竜川河川敷．永平寺町：五松橋周辺．大野市：朝日（いず 
                        れも下野谷，2004）
【標本記録】　福井市：足羽山（1ex., 20.Ⅵ.2016，1ex., 29.Ⅳ.2020）；稲津（1ex., 26.Ⅸ.2010）；笹谷町（1ex., 26.Ⅷ.2024）；
　　　　　　末町（2exs., 23.Ⅸ.2024）

タイワンタケクマバチ

キマダラカメムシ

【文献記録】　福井市：新田塚（梅村・利田，2020）
【標本記録】　福井市：明里町（1ex., 22.Ⅹ.2021)；足羽2丁目 足羽公民館（1ex., 22.Ⅵ.2022)；足羽3丁目  （1ex., 14.Ⅺ.  
                           2022)；足羽3丁目  足羽小学校（2exs(幼虫・成虫)., 24.Ⅷ.2024）；足羽山（1ex(幼虫 )., 5.Ⅷ.2021，  
                           1ex.,  25.Ⅺ.2021，1ex., 26.Ⅵ.2022，1ex(脱皮殻 )., 3.Ⅸ.2022，1ex., 22.Ⅹ.2022，2exs., 26.Ⅹ.2022，  
                          1ex., 29.Ⅳ.2023，1ex., 22.Ⅶ.2023)；一乗滝（1ex., 11.Ⅹ.2024）；江守の里（1ex., 15.Ⅹ.2024）；大手 
                          （1ex., 14.Ⅸ.2023)； 春日3丁目 一本木公園（1ex., 3.Ⅵ.2022）｝木田町（1ex., 23.Ⅷ.2024)；経田1
                              丁目（19exs( 幼虫・成虫 )., 23.Ⅶ.2024）；  毛矢（1ex., 2.Ⅳ.2020，1ex., 8.Ⅴ.2020， 1ex., 24.Ⅴ.2020，
                             1ex., 5.Ⅵ.2020，1ex., 10.Ⅸ.2020，1ex., 23.Ⅸ.2020， 4exs., 21.Ⅺ.2020，2exs., 24.Ⅹ.2023， 1ex., 1.Ⅺ.2023，   
                                 1ex., 2.Ⅺ.2023)；毛矢1丁目（1ex., 4.Ⅹ.2020，2exs(幼虫)., 17.Ⅺ.2020，1ex.,18.Ⅺ.2020， 6exs., 21.Ⅺ.2020）； 
                               月見町（1ex., 8.Ⅺ.2021）；西木田（2exs., 21.Ⅺ.2020）；新田塚 （1ex., Ⅹ.2019，1ex., 2.Ⅵ.2020，1ex.， 
                             5.Ⅵ.2020，1ex., 18.Ⅵ.2020，1ex., 23.Ⅵ.2020，1ex., 27.Ⅵ.2020，1ex., 22.Ⅸ.2021， 1ex., 19.Ⅹ.2021)；
　　　　　　    二の宮（1ex., 21.Ⅸ.2024）；松本3丁目 宝永小学校（1ex.,13.Ⅸ.2024)；水越 東安居小学校（1ex., 
　　　　　　  12.Ⅶ.2021）；  門前町（1ex., 14.Ⅷ.2024，1ex., 16.Ⅷ.2024)；有楽町（1ex., 9.Ⅺ.2022)．勝山市：北谷 
                              町（1ex., 31.Ⅹ.2024）. 鯖江市：小黒町 西山公園・西山橋（1ex., 9.Ⅹ.2024）．越前市：高瀬二丁目
　　　　　   （1ex., 4.Ⅸ.2024）．  敦賀市：沓見 敦賀市運動公園 （1ex., 16.Ⅹ.2021）．

【むしむし大調査】　福井市：板垣（11.Ⅵ.2022）；板垣1丁目（6.Ⅷ.2024（幼虫））；上野本町（5.Ⅹ.2024）；江守の里  
                                           1丁目  （15.Ⅹ.2024）；大手3丁目 福井県庁周辺（10.Ⅸ.2024，15.Ⅸ.2024（幼虫））；大手 3丁目   
                                          福井市役所（22.Ⅹ.2024）； 大 宮（10.Ⅸ.2024）；大宮2丁目 幾久グラウンド（23.Ⅸ.2024（幼虫））； 
                                     花月4丁目（10.Ⅹ.2024（幼虫）） ；経田2丁目（11.Ⅸ.2024）；幸橋（13.Ⅸ.2024）；下新井町  
                                            （21.Ⅸ.2024）；城東 下北野公園（23.Ⅷ.2024）；高木中央2丁目（15.Ⅸ.2024）；種池  社南公民 
                                       館 （24.Ⅸ.2024（幼虫））; 手寄1丁目（24.Ⅹ.2024）；豊島2丁目 東公園（20.Ⅹ.2024）；西
                                        谷2丁目  西谷南公園（10.Ⅹ. 2024）；四ツ井（21.Ⅹ.2024）； 和田 たんぽぽ児童館 （21.Ⅷ.2024（幼 
　　　　　　　　   虫））．大野市：美川町 三角公園（14.Ⅹ.2024）．鯖江市：桜町 西山動物園（3.Ⅸ.2024）； 舟津町  
                                          （12.Ⅸ.2024）；舟津町  鯖江高校 （31.Ⅹ.2023）；丸山公園（4.Ⅷ.2024 （幼虫））； 水落 町 （10.Ⅸ.2024）；  
                                        米岡町（10.Ⅸ.2024）．越 前市：芝原5丁目（21.Ⅸ.2024（幼虫））； 芝原5丁目 飯部磐座神社 
                                          （9.Ⅷ.2024（幼虫），；下太田町（11.Ⅸ.2024）； 村国3丁目 （13.Ⅸ.2024）．敦賀市： 観音町（8.Ⅷ. 
                                           2024）；堂（29.Ⅷ.2024）．小浜市： 川崎1丁目（12.Ⅷ.2024）；中井（12.Ⅸ.2024）； 南川町 福井県 
                                                立若狭図書学習センター周辺（6.Ⅸ.2024）． 高浜町： 西三松 高浜町立青郷保育所付近（17.Ⅸ.2024）；             
                                         和田 和田児童センター付近（12.Ⅸ.2024）

【むしむし大調査】　坂井市：三国町崎 休暇村越前三国（16.Ⅺ.2024)．福井市：福井市（16.Ⅹ.2023）．
　　　　　　　　　勝山市：旭町（25.Ⅰ.2024）；鯖江市：神明町（4.Ⅺ.2023）；舟津町鯖江高校（12.Ⅹ.2023）
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【文献記録】　あわら市：北潟東（室田，2020）；国影（室田，2020）；花乃杜（室田，2018）；山十楽（室田，2020）．
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イチジクヒトリモドキ

【文献記録】　福井市：足羽山（梅村，2016，2023）
【標本記録】　坂井市：丸岡町大森 (1ex., 4.Ⅹ.2024）．福井市：足羽山（1ex., 8.Ⅹ.2016；1ex., 7.Ⅹ.2017）；西谷
                        町 3丁目（1ex., 5.Ⅹ.2024）
　　　　　　＊福井市堂島町において、本道一樹氏により本種の幼虫の写真が撮影されている．

朝日まり、朝日正之、天池駿弥、天池雄二郎、五十川祥代、石田 淳、今市 紡、岩本啓己、梅田美由紀、
大江勝次、大坂英樹、小川信男、奥出志都、奥出俊太郎、奥村和子、小原一輝、柏崎 稔、加藤民季子、川内一憲、
國久容子、栗田菜央、黒田明穂、小林篤広、斎藤寿子、坂田亜衣、坂田 紬、佐佐木典子、静谷あてな、嶋田敬介、
嶋田准也、末広泰智、陶山治宏、掃部恵里、高島直子、高田昂実、滝川真澄、田中和彦、玉木由紀夫、津川竹夫、
辻 善宏、辻岡誠啓、津田智美、角井 享、出口翔大、寺坂ユミコ、時岡昭浩、中田慎治、中野 哲、中野 光、
西 仁司、長谷川 敬、林 和徳、伴 紀好、坂東美紀、東 承助、平城常雄、日高功士郎、藤井康子、藤本尚子、
古川達也、松田一巳、松田隆喜、水野湊太郎、水野友紀子、宮嶋陽介、宮田凌聖、村山友美、森 義一、八木正邦、
八木千才、谷内和真、谷内嘉和、籔内昭男、山形直生、山岸博子、吉川心乃祐、吉野紀之

ヒラズゲンセイ

【文献記録】　おおい町：大島（斎藤ほか，2023）

ムラサキツバメ

【文献記録】　あわら市：刈安山（石，2015）．坂井市：丸岡町楽間 福井県総合グリーンセンター（木村ほか，2022）；
                        三国運動公園（木村ほか，2022）；三国町黒目（梅村，2019；木村ほか，2022）．福井市：大宮
                        2丁目 幾久公園（木村ほか，2022）．敦賀市：池ノ河内湿原（岩田ほか，2022）．高浜町：三松海
　　　　　　水浴場（木村ほか，2022）．
　　　　　　 ＊木村ほか（2022）には越前市家久での目撃情報もあることが記されている．
【標本情報】　坂井市：三国町黒目（2♂1♀, 25.Ⅶ.2018；1♀, 15.Ⅸ.2024）

                            坂井市：三国町池上（室田，2020）；三国町陣ケ岡（室田，2020）；三国町嵩（室田，2020）．福井市：
                               足羽山（梅村，2023）；大森町 清水西小学校（室田，2019）；開発町 砂田公園（室田，2020）；城戸ノ内 町（室 
                                 田，2020，2021，2023）；グリーンハイツ 清水北小学校（室田，2019）；河水町 岡保小学校（室田，2019）； 種池（室
                                 田，2019）；月見 おさごえ民家園（田埜・黒川，2017）；徳尾町（室田，2020，2021）；本堂町 安居小学校（室田，   
                            2019）；若杉町 社北小学校（室田，2020）．永平寺町：松岡芝原2丁目（奥野，2023）；松岡神明2丁 
                       目（奥野，2023）；松岡西野中（奥野，2023）．勝山市：荒土町細野口（松山・室田，2021；室田， 
                                2021，2023）．大野市：川合 山原ダム（室田，2023）；下舌（室田，2023）．鯖江市： 落井町（室田，2021）；   
                            片山町（室田，2020）；桜町（室田，2018）；桜町2丁目（室田，2017）；桜町 西山公園（室田，2017）；
　　　　　　持明寺町（室田， 2018，2020）； 神明町 鳥羽小学校（室田，2019）；住吉1丁目（室田，2017，2018）；
　　　　　　住吉3丁目（室田，2017，2018）； 長泉寺町（室田，2018）；長泉寺町1丁目（室田，2017）；長泉寺町 
　　　　　　 進徳幼稚園（室田，2017）；中野町（室田・笹本，2020）；日の 出町 籍陰小学校（室田，2017，2020）；  
                            平井町 平井児童センター（室田，2018）；本町4丁目（室田，2017）；水落町（室田，2017，2021）； 
                            水落町 神明小学校（室田，2017）；柳町1丁目（室田， 2017）；  吉谷町（室田，2021）．越前町：江波（室 
                            田，2021）；小曽原（室田，2021）；樫津（室田，2021）；上 糸生（室田，2023）；上川去（室田，2020）； 
                            栃川（室田，2020，2021）；宝泉寺（室田，2023）．越前市： 相木町（室田，2021）；味真野（室田，2020）； 
                            安養寺町（室田，2021）；米口町（室田，2021）；都辺町（室田，2021）；中津原町（室田，2021）；東 
                            千福町 紫式部公園（室田，2020）；湯谷町（室田，2021）．；余川町 万葉の里味真野苑（室田，2020）．  
                                池田町：稲荷（室田，2023）．南越前町：今庄（室田，2021）；上野（室田，2021）；鯖波（室田，2023）；  
                             島（室田，2021）；中小屋（室田，2021）；  八飯（室田，2023）．敦賀市： 樫曲（室田，2020）；櫛川 
                              河川公園（室田， 2018，2020）．美浜町：今市（室田，2021）．若狭町：朝霧（室田，2021）；大鳥羽（室 
                             田，2021）；無悪（室田， 2021）．小浜市：堅海（室田，2021）；  上中井（室田，2020）；加茂（室田， 
                             2019，2021）；神宮寺（室田，2020）；中井（室田，2020）；飯盛 加斗小学校（室田，2021）．おおい
                                  町：鹿野 佐分利小学校（室田，2021）；名田庄小倉（室田，2021）．高浜町：高野（室田，2021）．
【標本記録】　福井市：足羽山（1♀, 18.Ⅴ.2024）；川尻町（1♀, 15.Ⅸ.2024)；毛矢1丁目（3♀, 27.Ⅶ.2024）；笹谷町
　　　　　　（1♀, 21.Ⅴ.2024）；末町（1♀, 19.Ⅴ.2022)．越前市：白崎町（1♀, 14.Ⅹ.2020）．

　（お名前を公表してよいことの確認がとれた方のみ掲載　五十音順、敬称略）

< タイワンタケクマバチ つづき＞

ふくいむしむし大調査！～昆虫の分布調査 in 福井～　協力者
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１ 生態写真
標本写真

⇒ 写真の大きさは実寸大。 縮小の場合は倍率を表示。

和名・分類
種の特徴

⇒ 大きさ （頭部から翅の先端までの長さ。 チョウとガでは、

　　　　左右の前翅を広げた時の長さ）、 成虫が見られる時期、　

　　　　原産地、 生息環境。

種の解説
⇒ 生態的特徴、 国内や県内への侵入時期、 分布状況。

県内の分布確認状況
⇒ 標本、 文献による情報と目撃情報で色分けして表示。

　　⇒ 2024 年に実施した市民参加型調査 「ふくいむしむし大　　

　　　　調査！」 で得られた情報は目撃情報として扱った。

当該種が及ぼす被害に関する情報
外来種別の見出し
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9 二次元バーコードを読みとると、動画をみることができます
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【自然の移り変わりを記録し伝えていく　～あとがきに代えて～】

　福井市自然史博物館に着任して以来、外来種の昆虫の県内への侵入や急速な分布拡大
を目の当たりにしてきました。例えば、2013 年にあわら市で定着が確認されたシタベ
ニハゴロモは、わずか 8 年の間に嶺北地方のほぼ全域に分布を拡大し、2021 年には敦
賀市内への侵入が報告されました。また、2017 年に福井市内で初めて確認されたタイ
ワンタケクマバチは、研究者の精力的な調査により、2023 年時点で県内のすべての市
町に分布を拡大していることが明らかになっています。さらに、2019 年に福井市内で
確認されたキマダラカメムシは、今では市内でふつうに見られるようになり、県内各地
に分布を拡大していることが、今回実施した「ふくいむしむし大調査︕～昆虫の分布調
査 in 福井」の結果からも窺われます。
　外来種のすべてが悪いというわけではないのでしょうが、中には生態系や人間の生活
に被害を及ぼす種類がいることも確かです。そして、一度定着して勢力を拡大した侵略
的外来種を根絶することは非常に困難だとされています。そのため、侵略的外来種の侵
入をいち早く把握し、初期段階で防除を行っていくことが必要です。また、知らず知ら
ずのうちに外来種を拡げてしまわないように、私たち一人一人が外来種やそれが引き起
こす問題にきちんとした知識を持つことが大切だと思います。
　今回、笹川科学研究助成を活用して昆虫の市民参加型の調査を実施しました。この調
査では、私一人では調査の行き届かない場所での生息情報を、市民の方の力を借りて把
握することを目的としました。同時に、調査に参加していただくことで、市民に外来種
問題や地球温暖化等に伴う暖地性昆虫の分布拡大について関心を持っていただくことも
目的としました。市民参加調査の成果を盛り込んだこのガイドブックが、一人でも多く
の人が外来種やそれが引き起こす環境問題について関心を持つきっかけとなることを
願っています。そして、環境の変化に伴い県内から消えゆく昆虫、新たに県内に侵入し
て分布を拡大する昆虫たちの動態を今後も記録し続け、市民に伝えていくことが、地方
の自然史博物館に勤務する自分に課せられた役割の一つなのだと思います。
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